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図４keller6
特徴的な結果を得られた問題例を例に，局所最適解が探索空間内にどのように分布するかを視覚的に観
測する．図２，図３，図４は，異なる局所最適解同士の平均距離(a)と最適解との距離(b)をそれぞれ目的
関数値との関係でプロットした図である．（a),(b)どちらの図も縦軸は，最適解の値と目的関数値との差で
表示しているため，縦軸の値が０に近づくほど，良質な局所最適解である．
図２において，p-hatl5003は，（a)，（b)のともに局所最適解がクラスタとして分布していることが確認
できる．さらに相関係数が共に-0.7以下であることから強い正の相関がある．すなわち，ｐ」atl500-3は
大谷構造として構造化されている．
一方で，図３のMANN-a81，図４keller6は共に，大谷構造として構造化されていない問題例である．図
3の(a)のプロット図と，図４の(a)のプロット図から，MANN-a81，keller6共に，目的関数値が良くな
るにつれて，各局所最適解同士の距離が大きくなっていくことがわかる．また相関係数の値ｑｌｏはこのと
き，MANNa81，keller6共に0.85以上と強い負の相関を示している．さらに最適解と局所最適解との間に
も正の相関は確認できない．
5．むすび
ＭＣＰに対する地形解析により，ＭＣＰの多くの問題例の探索空間は大谷構造として構造化されていない
ことを示した．このネガティブな結果はＭＣＰの問題構造自体，一般的なメタ戦略アルゴリズムにより最適
解を算出することが非常に困難であることを裏付けている．
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今後の課題としては，この悲観的な地形解析の結果を克服可能なメタ戦略アルゴリズムの設計が挙げら
れる．
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TheperfOrmanceofmetaheuristicsdependsontheshapeoftheunderlyingseaJmspace,becauseatask
ofmetaheuristicsisｔｏｇｕｉｄｅｔｈｅｓｅａ正chtowardregionswhichcontainhigh-qualitysolutionsfromcurrent
ones・Ingeneral,standmdmetaheuristicsareimplicitlyorexplicitlydesignedwithconceptionalstructure
ofBigValleyStructure・BigValleyStructureisrepresentativeshapeofcombinatorialoptimization
problems・Thisshapehasmanylocaloptima，butitisgloballyconvex、Generally,manyresearchers
believethatthisstructureissuitedfOrsearchinthemetaheuristics、ＷｅａｎａｌyzethesearchspacefOrthe
maximumcliqueproblem．Ｉ、general,manylocaloptimafbundbylocalseaIchareusedfbrtheanalysis
Asalocalsearch，ｗｅｕｓｅ卜optlocalsearchproposedbyourselvesrecently・Weshowthattheanalysis
resultsareverypessimisticfbrstandaｴdmetaheuristics．
